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1はじめに

『岩手大学英語教育論集』

コレラの夏ーメノレヴイノレの原風景

星野勝利

Talk not of the bitterness of mi，必le-ageand ajier.・l挽-

abのcanj告elall t，加t， and much more， when upon his 

young soul the mil伽タルlSfallen.

Herman Melville， Redbum 

Thisfabulous shadow only the sea la申's.

HartCrane，“At Melville's Tomb" 

激石の『坊っちゃん』は青年教師の物語である。田舎の中学校に赴任した東京

育ちの一人の新任教師の体験を語るものである。生意気な生徒たちゃ社会の縮図

のような教員の世界で繰り広げられる青年の行動は、一種のピカレスクである。

痛快無比な冒険語である。しかしこの青年は、着任以来わずか一ヶ月でこの生活

にピリオドを打つ。校長に辞表を出し、東京に帰ってしまう。

新しい世界を短期間で後にする青年教師の行動は、物語としては痛快である。

しかし、世間一般的な視点で眺めれば、乱暴であり、無謀である。このような行

動をとる青年の心のありょうは、常人には理解しがたい。しかし、この青年の心

の世界で、読者にも明確に感じ取れるものが、少なくとも一つはある。東京の実

家に住む下女、清(きよ)への思いである。

田舎に赴任した青年教師が、独り身の生活の中で絶えず思い浮かべるのは、肉

親ではない。この下女である。「おやじは些(ちつ)ともおれを可愛がって呉れな

かった。母は兄許(ばか)り景属(ひいき)にして居たJという両親は、すでに

この世にはいない。兄とも不仲である。このような環境の中で、青年の心が向か

うのは、 f後生だから清が死んだら、坊っちゃんの御寺へ埋めてください。お墓の

中で坊っちゃんの来るのを楽しみに待っておりますj という、、清である。目一杯

の愛情を、さながら実母のように、惜しみなく注いでくれる清である。

『坊っちゃん』の作者激石が、幼児期に複雑な生い立ちをしたことは、よく知

られている。江戸牛込馬場下の名主の家に、玉男の末子として生まれた激石(夏

目金之助)は、望まれなくして生まれた子として、生後すぐ、四谷の古道具屋に

里子として出される。ところがその里子が、夜中にかごの中で品物と並んで並べ
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られて寝ているのを見て、不偶に思った姉が、実家に連れ戻してしまう。連れ戻

された激石は、翌年、再び別の家に養子に出される。しかし今度は、その養父(塩

原昌之助)の女性問題に絡む家庭内の不和により、 9歳のとき、養子のまま、再

度生家に戻ることになる。以後、この生家で暮らすことになるが、実父と養父と

の聞のゴタゴタもあり、戸籍上夏目家に復籍したのは、 21歳のときであった。

修善寺の大患を経た最晩年の随想 (r硝子戸の中J)で、激石は、揺藍期、幼児

期の自分の身辺にかかわる思い出を、淡々と記している。それによると、実家に

戻ってしばらくの問、激石は、自分の両親を祖父母と思い込んでいたという。そ

の祖父母が実の親であることを、ある日さりげなく教えてくれたのは、実家の下

女であった。何ともやりきれない思い出である。そのためであろうか、回想とし

ての実の親への思いも複雑である。父に対しては、「過酷に取り扱はれたといふ記

憶J(29話)しか残っていないという。ただし、母に関しては、「すべて私に取って

夢」ではあるが、「宅中(うちじゅう)で一番自分を可愛がって呉れたものは母だ

という強い親しみの心J(38話)があるという。作品『坊っちゃん』で際立つの

は、肉親、とりわけ父の桐生感の希薄さである。そして、これとは対照的な、清

一の存在感の大きさである。晩年の回想は、作品『坊っちゃん』の世界が、作者激

石の生い立ちの環境と無関係でないことを示唆している。

メノレヴイ/レの作品『白鯨.~ (Moby-Dick， 1851)は、「わたしをイシュメイノレと呼

んでほしいJ(1章)という、よく知られたことばで始まる。イシュメイノV(1shmae1)

とは、旧約聖書「創世記」に出てくる青年の名称、である。ただし、ただの青年で

はない。ノアの洪水の後、人類救済のために神によって選ばれた予言者、アブラ

ハムの息子で、ある。子宝に恵まれなかったアブラハムの妻サラが所有していたエ

ジプト人女奴隷ハガノレと、アブ、ラハムの聞に生まれた子、いわゆる庶子である。

ところが、後に正妻サラに奇跡的に男児が生まれたため、イシュメイルは、母と

ともに、砂模に追放される。追放されたイシュメイノレは、 「野ろばのような人と

なり、その手はすべての人に逆らい、すべての人の手は彼に逆らい、彼はすべて

の兄弟に敵して住むJ (16章)ことになる。すなわち、放浪と反抗の孤児イシュ

メイノレとなる。

『白鯨』は、イシュメイノレを名乗る人物が語る物語である。捕鯨船の船長と白

い鯨の物語であり、ピカレスク的な捕鯨需である。しかし、仮名の語り手の登場

がすでに示唆するように、船長と鯨の物語は、単なる捕鯨草ではない。象徴性を

豊かにはらんだ捕鯨露である。語り手イシュメイルの相生も例外ではない。捕鯨

船での体験のいっさいを語るこの青年は、その途上、自分の生い立ちに関わるよ

うなことばを口にする。このことばには、海に出たこの青年の心の風景が浮かび
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出る。私生児として、孤児として、青年イシュメイノレは、不在の父、そして亡き

母の姿を求める。

Where is the foundling's father hidden? Our sou1s紅巳1ike血oseorphans whose 

unweddedmo血巴rdiein b巴ぽ泊g出回1:世1esecret of our patemity 1ies泊祉1eirgrave， 

叩 dwemust仕1ereto 1eam it (Ch. 114) 

このような作品の作者メルヴイノレの心の世界は、どのようなものであったのだ、

ろうか。激石の『坊っちゃん』と同じように、揺藍期、幼児期の個人的生い立ち

と、関係があるものなのだろうか。作家としての精神構造と、どのように関わる

ものなのか。

2 魂のタヒチ島

『白鯨』の中でイシュメイルは、海の世界の恐怖について語る。それによると、

海の恐怖に固まれた「緑の大地jは、じつは f人間の魂Jと同じものである。そ

れは、「人生という半ば理解不能な恐怖」に取り固まれた「平和と歓喜にあふれた

一個のタヒチ島J(58章)である。

「タヒチ島jの世界は、もちろん比喰として語られている。しかし作品冒頭部

では、この具体例となるような日常風景のーコマが、シュメイルによって紹介さ

れる。ニューヨークのマンハッタン島は、インドの島々が「却醐礁」によって固

まれているように、周りを「埠頭」と「通商の波」によって固まれている(l章)。

よく晴れた安息日の午後、この場所に無数の人々が群がる。この人々は、まどろ

むような平和な午後の大気のなかで「海の夢想Jに浸る人々である。物語冒頭で

イシュメイルが紹介するのは、この平和な風景である。平和と歓喜にあふれたタ

ヒチ島のマンハッタン版である。

メノレヴイノレ(HermanMe1ville， 1819-91)は、ここで紹介されている埠頭のすぐ近

くにあるパール街 (6Pear1 釦∞t)で、 1819年8月1日、父アラン(Al1anMe1vill， 

1782-1832， Me1villeへの表記変更はアランの死後)と母マリア刷ぽiaG加sevoort，

1791-1872)の8人の子のうちの3番目(次男)として生まれる。一家はこの後、

ほぽ数年間隔で、マンハッタンを北上する形で転居を繰り返す(1820年 55

CoぽtlandStreet、1824年 33B1eecker S仕師、 1828年 675Broadway)。北上する転

居は家計の好転と連動するものであったが、メノレヴイノレはこのなかで、揺藍期を

過ごし、幼児期を過ごす。これらの場所はいずれも埠頭の近くにあり、イ、ンュメ

イルが作品冒頭で紹介した場所は、メルヴイノレ一家も日頃なじんでいる場所であ
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った。この世界でメルヴィルは肉親の愛情に包まれて成長する。

メルヴィルの生い立ちは、激石のそれとは異なる。フィクションとしての青年

教師、坊っちゃんのそれとも異なる。肉親の愛情は希薄なものではなかった。た

とえば、外国の衣類や装飾品(dIy-g'O'Ods)を扱う貿易商で、あった父アランは、長兄

ガンセヴオート(0釦sev'O'Ort)と長姉へレン但elen)に続く 3番目の子であるメル

ヴイノレを、 7歳の夏、ハドソン川を 200キロほど遡ったところのオールパニーに

ある妻の実家へ送り出す。初めての一人旅である。

このとき、実家を継いでいたのは、 妻の兄ピーター (PeterGansev'O'Ort， 

1788・1876)である。ピーターとアランは、仕事を通して、すでに旧知の間柄であ

った。しかも、新婚当初アランは、妻のこの実家にしばらく同居していたことも

あり、義兄ピーターは、仕事仲間でもあった。そのピーターに対し、まだ幼い我

が子を送り出すアランは、挨拶を込めた手紙を送っている。手紙の中でアランは、

世話になる我が子が、ことばの発達がおそく、理解力にや冬場、る子であることを

率直に認めている。その一方で、母方の実家のオランダ系の血筋を立派に受け継

いだ子であり、従順で、素直な、しっかりした子であることも、あわせて伝えて

いる。多少の外交辞令がまじっているとしても、子を送り出す肉親としての、ま

た父親としての愛情は、ことばの端々に渉み出ている。

In'Ow∞nsignωy'Our especia1 care & p甜onage，my bel'Oved S'On Herman， an 
h'Onest hearted d'Ouble ro'Oted Knickerb'Ocker 'Ofthe加 eAlbany託arnp，Wh'OI加 st

will d'O equa1 h'On'O町indue time t'O his an切組y日parerr胞ge& Kindred -he is very 

backward in sp閃ch& s'Omewhat SI'OW in∞mprehensi'On， but y'OU will白ldhimas白r
asheundぽ託andsmen &血泊gs加，ths'Olid & prof'Ound， & of a d'Ocile & aimiable 

[sic] disp'Ositi'On -if agreeable， he will pass vacati'On with his Grandm'Other & 

y'Our百elf;& 1 h'Ope he may prove a pleasant auxiliary t'O the Farnily Circle -1 depend 

much 'On y'Our kind a臨nti'Onon my dear B'Oy Wh'O will b巴甘ulygratefulおr也eleぉt

faV'O町…・ σarker35)

マンハッタンでのメノレヴイノレの生活は、揺藍期、幼児期を通して、約10年間の

ものである。 1830年、メノレヴイノレ11歳のとき、一家は妻の実家のあるオーノレパ

ニーに転居するからである。この時期、アメリカ東海岸の社会は、激しい変動の

渦中にある。ニューヨークも例外ではない。メノレヴィルが生まれた当時、ニュー

ヨークの人口は、約10万ほどで、あったという。しかし、生涯を閉じた1890年頃

には、その人口は優に300万を超えている。約70年間のうちに、 30倍にも達す
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るほどの激しい人口増である。}幼いメルヴイルが生きたのは、このような勃興中

の町、ニューヨークで、ある。

ニューヨークのほかに、幼いメルヴィルが特になじんだ場所がある。ボストン

とオールパニーである。この場所は、メルヴイルにとって、いわば平和と歓喜の

タヒチ島の世界であり、加えて誇りの感覚も育んで、くれる場所であった。

ボストンは、父アランの実家のあった場所である。父アランは、建国の歴史を

誇りとするこの町で、スコットランド系移民の血を引くトマス・メルヴイノレ

例司or百lOffiasMe1vill， 1751・1832)の子として生まれる。 11人兄弟の4番目(次男)

である。祖父トマス(父の父)は、独立戦争(Ameri，ωnWi紅 oflndependence， 

1775・1783)の勇士であり、町の名士で、あった。祖父の家 (10GreenS仕切t)は、ボ

ストンの中心地ピーコンヒノレ (B悶conHill)にあったが、何度も訪ねたこの家は、

メルヴイルにとっては懐かしい家であった。茶会事件但o如 n1i伺Pぽ勿)で勇敢に

戦った祖父とともにしたボストン港界隈の散策は、楽しい思い出の一つであった。

ピーコンヒノレではこの頃、正が削り取られ、その土でチャールズ川の埋め立てが

行われていたが、削り取られた土が手押し車 (whee1b町'Ow)で運ばれていく風景

は、『白鯨~ (99章)の中に取り込まれている。建国の英雄の身近な存在は、子供

心にも誇らしいものであったにちがいない。

一方、母マリアのふるさとは、オールパニーである。ハドソン川上流のこの町

で、母マリアは、父アランと同じく、独立戦争の英雄の子として生まれる。オラ

ンダ系移民の血を引くマリアの父(メルヴィルの祖父)、ガンセヴオート将軍

(General Peter Gansevoort， 1749・1812)は、独立戦争の際にスタンウィクス砦 (Fort

S刷 wix)に寵り、侵攻してきたイギリス軍とインディアンの連合軍を撃退した名

将であった。この祖父は、メルヴィルが生まれたときには既に他界していたが、

ボストン以上に頻繁に訪れたハドソン川上流のこの家(46NorthM:ぽketS住民:t)で、

メルヴイルは、兄や姉とともに、祖父の輝かしい生涯を伝える軍旗や軍服、ある

いは戦利品などに固まれて生活している。ワシントンやジェファーソンと並んで、

架けられた祖父の威厳に満ちた肖像画の前で、しばしば立ち止ってこれを眺めた

こともある。後にメノレヴィルは、作品『ピエーノレ.~. (Pierre， 1852)で、誇り高いこ

のオーノレパニーの家をモデルにした作品を世に送ることになる。主人公ピエール

は「先祖の貴族的な特質を無数に受け継いだ青年」であり、その先祖は、「革命戦

争の時に最重要の砦を数ヶ月間にわたって死守したJ(巻ー)という輝かしい軍人

である。

平和と歓喜、そして誇りに満ちたタヒチ島。これが作家メノレヴィルの揺藍期と

幼児期の世界のおよその輪郭である。この生い立ちのためであろうか、後の作家
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メルヴイルは、平和と歓喜の世界、誇りに満ちた高貴な世界に、 5齢、関心を寄せ

る。捕鯨船の苛烈な現実の中で、イシュメイルが思いを寄せるタヒチ島は、現実

の恐怖とは無関係に存在する「草深い林聞の地J(114章)ともされている。イシ

ュメイノレによると、この世界には、 f魂の中の永遠の春の果てしない風景」が広が

り、その風景の中で、人は「朝露にぬれたクローパの畑の若駒のように元気に跳

ねまわる」のである。若草の上を元気に跳ね回る若駒の姿には、さながらパスト

ラノレの風景の中に生きた幼いメルヴイノレの姿が重なる。

死後出版の作品『ピリー・パッド~ (Billy Budd， 1924)の主人公ピリーは、イシ

ュメイルやピーエルと同様、やはり孤児として設定されている。しかし、この孤

児も、単なる一人の孤児ではない。無垢そのものの徴募兵として、艦上の誰から

も愛される堕落以前のアダムのようなこの青年は、なるほど「捨て子」であり、

「私生児」である。しかし「高貴な血筋Jをひく「貴族の末商J(2章)である。

幼児期メノレヴイルの心の風景がここにも見て取れる。

3フレンチ・コネクション

1824年、独り旅のメルヴイノレが母の実家でひと夏を過ごした年の2年前、メル

ヴイノレ5歳の年、マンハッタンの埠頭で、外国から訪れたさる人物の歓迎式が盛

大に催される。メルヴィル一家もこの式を眺めた可能性がある。訪れた客は、ア

メリカ独立戦争とフランス革命の双方において華々しく活躍したフランスの軍人、

政治家、ラファイエット侯爵小伝rquisde La Fayette， 1757・1834)である。この年、

革命50周年を記念して国賓として招待されたラファイエット侯爵は、以後15ヶ

月間にわたり、アメリカ各地を旅する。

ラファイエット侯爵のアメリカ訪問は、メルヴイルの家族にとっても、大きな

意味を持つものであった。それというのも、この侯爵は、旅の途上で、オールパ

ニーの母の実家 (1825年6月15日)と、ボストンの父の実家(同6月17日)を、

ともに訪問しているからで、ある。アメリカ独立戦争の際、ジェファーソンの要請

に応えてこれに参戦したフランス軍司令官ラファイエットは、メノレヴイノレの二人

の祖父とともに同じ戦争を戦った戦友でもあった。オールパニーで侯爵を迎えた

母マリアの兄ピーターは、このとき侯爵が、画家スチュアートが描いた祖父の肖

像画をほめたことなどを、ニューヨークのアランに書き送っている。そのアラン

は、ボストンの祖父を訪ねたこの侯爵に直接会うことはなかったが、実はそれ以

前に、フランスのパリでこの侯爵に会っている。

実家へのこの訪問の一ヶ月後、侯爵の歓送会が、先の埠頭に隣接するバッテリ

一公園 (B甜eryPark)で、再び盛大に催される。熱気球もあがった華やかのこの
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会で、連邦下院議員ダ、ニエル・ウェブスター(Danie!Webs北町1782・1852)は、「今の

この時代を改善(improvement)の時代にしようではないかJ(Robertson-Lorant 31) 

と、持ち前の雄弁をふるったという。同じ場所で 10月には、州知事クリントン

(DeWi枇Clinωn)らを乗せた船が隊列を組む中、エリー運河の開通式が華々しく

行われ、通商の活性化への人々の夢をかき立てている。ウェブスターはメノレヴィ

ルの祖父の友人であり、また知事クリントンはオーノレパニーの叔父ピーターと親

しい関係にあったが、劇台家ウェブ、スターのことばにも見られるように、この時

代は、グローバルな激しい変化の波が、現実の社会や人々の意識の中に大きくう

ねっていた時代であった。

メノレヴイノレの父アランとその兄トマス(叔父)は、幼いメノレヴィルの身近なと

ころで、この現実と対峠した人であった。若くしてビジネスに携わった父アラン

は、ボストンの弁護士レミュエル・ショー (Lemue!Sha刊 1781-1861，後のメルヴ

イルの妻エリザベスの父)と、オ}ノレパニーの弁護士ピーター・ガンセヴオート

(母マリアの兄)とともに、オーノレパニーで不動産関連の仕事に携わっている。

しかし、ピーターの妹マリアと結婚したアランは、しばらくオールパニーで生活

した後、貿易港としてのニューヨークの将来の発展を見越し、周囲の反対を押し

切る形でニューヨークに出ている。 1818年、メノレヴイルが生まれる前年のことで

ある。

ニューヨークに出る直前、父アランは、ヨーロッパに向かっている。じつはヨ

ーロッパは、アランにとってはすでに体験済みの世界であった。 1800年、アラン

18歳のとき、大学よりも実社会の体験を重視する祖父の教育方針により、大陸を

旅している。 18世紀イギリス貴族の聞で流行した一種のグランドツアーである。

このときアランは、先に渡欧していた兄とともに、パリで2年間、生活をともに

している。今回の渡欧 (1818年)は、ビジネスを念頭においたもので、あったが、

久しぶりに旅に出たアランは、リパプーノレ経由でスコットランドの父祖の地を訪

ね、その足で旧知のパリに向かっている。そのパリでアランは、ビジネス用物品

(中産階級を視野に入れた高級ハンカチ、スカーフ、化粧品など)を契約し、兄

トマスの妻(フランス人)の家族に会い、後にアメリカに招待されるラファイエ

ツト侯爵とも会っている。

『ホワイト・ジャケットj)(White~みdæt， 1850)で、メノレヴイノレは、フランスかぶ

れのさる人物(艦長秘書官)を描いている。さながら「ヴエノレサイユから派遣さ

れた特任大使J(6章)のようなこの秘書官は、金ボタンのシャツを身に着け、ピ

カピカのうす底靴をはき、象牙製のへアブラシや真珠員のクシを使用している。

実際の肖像画に見られる父アランの姿は、何やらこの人物を紡梯とさせるところ
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がある。フランス風の衣装を身に着け、斜に構えた気取った姿勢で、にこやかに

椅子に座っている青年時代 (1810年)のアランの肖像は、この秘書官だけでなく、

『ヒ。エール』で紹介される主人公ピエーノレの今は亡き父の肖像画とも重なり合う。

ピエールがしばしば立ち止まって眺めたというこの父の肖像画は、批評家ならば

次のように解説するものであるという。幼児期のメノレヴィルの目に映った父の姿

も、これと大差のないものであったろう。

An impromptu po市aitof a fine-looking， gay-heぽted，you白血1gentleman. He 

is lightly， and， as it were，副lyand but grazingly seat吋in，or rather fli凶ngly

回lan住19an old-fashioned chair ofMa1acca 臼le舘mconfining his hat and c加 eis

loun酔19ly也rownover tl1e back of白echair， while tl1e fingers oftl1e otl1er hand play 

witl1 his gold watch.叩a1andkey.官le企時templedhead is sideways tumed， witl1 a 

p∞uli紅Iybright，飢dcare回企民momingexpression. 但ook4 Ch.3) 

貿易商となる父アランと対照的に、その兄トマス(叔父)は、フランスから帰

国後、農業に従事する。フランス滞在中のトマスは活発に活動している。当時ノ号

リに術生していた後の詩人、政治家、ジョエル・パーロー(JoelBarlo刊 1754-181勾

は、このトマスの「すぐれた道徳性、立派な才能、堅固な共和国思想」を指摘し

て、アメリカ領事として任命してはどうかと、ジェファーソンに書き送っている

(1802年5月15日Parkerη 。しかし、フランス人女性を妻として帰国したトマス

は、マサチューセッツ州西方、オールパニーとボストンのちょうど中間地帯にあ

るヒ。ッツフィールドにあった祖父の土地に住み、そこで農場経営に従事する。ピ

ッツフィールドは、その後メルヴイノレが、夏の休暇の時期など、しばしば訪問し、

滞在することになる場所である。しかも、後にメルヴィルは、この地(Arrowhead)

に居を構え (1850年)、しばし創作活動に勤しむことになる。

幼児期のメルヴイノレに取って、叔父トマスのこの農場は、大きな楽しみの場で

あった。親戚の子どもたちとの交わり、農場での遊び、叔父トマスの炉辺の談話

など、さながらパストラルの世界で、あった。農場で働く叔父の姿も、幼いメルヴ

イルに強い印象を残すものであった。後にメルヴイノレは、このころ農場で眺めた

叔父の姿を次のように回想している。草刈り作業の後、農具に身を寄せ、ゆっく

りと嘆ぎタバコを手にする叔父の姿には、ヴェルサイユから遠くはなれた田舎で

生きる落塊貴族のような、淡いオーラが漂っていたo
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At白eend of a swath， he would at也nespausein血esun，and旬kingouthis

smooth-wom box of satin wood， grace:fully help himse!fto a pinch of snufi; partly 

lωningonせleslanted rake， and making some 1i虻leremark， quite n級rrally，and yet 

叫血alook which-ーぉ1now recall it -presents him in the shadowy asp∞tofa 
courtier ofLouis XVI， reduced as a re白gee，to humble emplo戸田nt，in a問:gionfar

企omth巴原ld吋Versailles. (parker 8の

パリ時代に有能さを買われたこの叔父は、田舎でも名土となる。農場主として

新時代への対応を声高に主張し、地産地消の農場経営も唱える。しかし、実際の

経営はうまくはいかず、土地の購入を巡る負債も重なり、結果として投獄の憂き

目にも遭う。その後、追われるように西の世界に向かった叔父は、その地(イリ

ノイ州ガリーナ)で、貧窮のうちに生涯を閉じる。まさに「落暁貴族jの生涯で

ある。しかし、フランス帰りの叔父が経営したこの農場は、幼いメルヴィルにと

っては、間違いなくイシュメイノレがあこがれたような「草深い林聞の地」で、あっ

た。

4ガラスの船

メルヴイノレの第三作『レッド、パーン』伏:edbwη1848)は、幼いころの思い出の

「ぼんやりとした回想J(1章)から始まる。父と一緒に埠頭に立って、出入りす

る船を眺めたこと、冬の夜にその父が炉辺で、兄と自分に、嵐の海の航海やフラ

ンスやイギリスの話をしてくれたこと、そしてまた、居間の隅のオランダ製テー

プ、ルの上に、ガラスケースに入れられた「ガラスの船J- f30年ほど前に父が大

叔父への贈り物としてハンブ、ルグ、から持ち帰った長さ約 18インチほどの昔風の

フランス製のガラスの船」ーがあったこと、などである。

『レッドパーン』は、フィクションとして書かれでいる。しかし、個人的色彩

がきわめて濃い。作品の素材はかなりの部分が事実に基づいている。海辺の散歩、

炉辺での談話、荒海での航海や大陸の話』ーこれらはメルヴイノレが、幼い時期に現

実に体験したことであるだけでなく、調度品としての「ガラスの船」は、実はボ

ストンの祖父の家に、実際に置かれていたものである。祖父の家を訪れた幼いメ

ルヴイノレが、このガラスの船の調度品に目を輝かせていたことは、隣人の証言に

も残されている。

『レッドバーン』の主人公(WellingboroughRedbum)は、これらの思い出に誘

われるように海に出る。商船に乗り、リパプールに向かい、帰国する。この行動

は、後のメルグイノレの行動とそのまま重なるが、主人公が海に出た最大の要因は、
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「幼い頃 (earlychildhood)に港町の住人として体験した埠頭や倉庫や船J(I章)

の思い出である。これが、「海に出る運命」という自分の「漠然とした予言的な思

いJを育んでいる。ただしこれは、主人公レッドパーンの場合である。現実のメ

ルヴイノレの場合、このような思い出のほかに、さらにいくつか、その要因を探る

ことも可能だろう。たとえばメルグイルが、幼い頃から身近に接してきた何人か

の親戚の柄主である。

幼い頃メノレヴィルは、兄例市とともに、とりわけ夏の間はほぼ毎年、親戚の家

に送り出されている。定番は父や母の実家である。しかしメルヴィルの場合、こ

のほかにとりわけ和生を楽しんだ家がある。ロードアイランドのブリストルにあ

る叔父ド・ウルフ(JohnD'WoU: 1779圃1872、父アランの姉メアリの夫)の家であ

る。船長経験者であるこの叔父は、メノレヴィルの誕生のときに立ち会ってくれた

親戚の一人でもあったが、また幼いメノレヴイノレを、ニューヨーク港入り口近くの

トムキンス砦(FortTompkins)まで、船で連れ出してくれたこともある人である。

また父の亡き後、メルヴィル家の財産管理にも手を貸してくれた親戚である。と

ころが、幼いメルヴィルが接したとの叔父は、ただの船長経験者ではなかった。

ロシアの著名な博物学者ランドルフ (GH.von Langsdo喧 1774-1852)と、シベリ

ア横断の旅 (1807年)をした経歴を持つ輝かしい叔父で、あった。この旅のことは、

ランドノレフの著書(均ノ'agesand Travels in Tizrious Parts 01 the Wor，助， 1813)で報告

されているが、叔父自身も、この時の体験を後日出版している μYψ'ageωthe

North Paci.fic And A Journey Through Siberia， 186υ。
1828年夏、 9歳のメルヴィルは、ナラガンセット湾を望むこの叔父の家で、楽

しいー夏を過ごす。叔父の息子のランドルフ(叔父は息子にシベリア体験の同行

者の名前をつけた)とともに、メルヴイルは、まだ幼いながら、叔父の体験に耳

を傾けたり、従兄弟と同名の博物学者の著書をめくったりしたに違いない。後に

メルグィルは、『白鯨』のなかで、この叔父のことを、語り手イシュメイルを介し

て紹介する。「宣誓供述書」の章で鯨との遭遇について語るイシュメイルは、関連

して博物学者ランドノレフの航海記に触れ、その航海記で立派な船長として言及さ

れているニューイングランド人船長ド・ウルフについて、「じつは自分はその船長

の甥であるという光栄に浴しているJ(45章)と解説している。まだ存命中の叔

父を、メノレヴイ/レは、実名で紹介しでいるのである。幼くして接したこの叔父へ

の深い思いが見て取れる。

未聞の島の体験者、という点で注目したい親戚もいる。ヒ。ッツフィーノレドの叔

父トマスには、フランス滞在中に生まれた息子トマス(百10mぉWilsonMelvill， 

1806・1844)がし、る。メノレヴイノレの従兄弟にあたるこのトマスは、幼い頃のメルヴ
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イル兄弟の憧れの的であった。年齢的に10歳以上年上であったが、この従兄弟は、

アメリカ海軍の軍艦 (u.s.Vincennes)で世界の海を航海していた。 1827年6月、
メノレヴイノレ8歳のときには、ペルーのカラオから、「太平洋の島々の中を航海し、

来年5月には，喜望峰、広東、マニラ、セントへレナ島を経て帰国しますJ(p紅ker

75) という手紙が送られてきている。この手紙を父アランは、息子たちに読んで

聞かせている。軍艦生活の中でトマスは、自分に対していわれのない悪態をつい

た仲間に向かって殴りかかり、処罰を受けたこともあったという。さながら『ピ

リー・パッド』の無垢の青年ピリーが、悪の固まりのような上官の挑発に対して

殴りかかったような行為である。 メルヴイノレの脳裏には、この従兄弟の体験があ

ったに違いないが、幼いメルグイルにとっては、この従兄弟の存在も、さながら

「ガラスの船」のようなもので、あったのだろう。

自醐合でのトマスの航海の様子は、船上牧師スチュアート (CharlesS. S総wart)の

著書臼陥なωtheSouth Se，叫 inthe u.s. ShijフVincennes，1831)に記されている。叔
父トマス(従兄弟トマスの父)は、息子の乗った鮒合のことが記されたこの本を、

ヒ。ッツフィールドの自宅に置いていたという。この本には、艦船のマルケサス諸

島訪問のことも記されていたが、ピッツフィールドをしばしば訪ねていたメノレヴ

イル兄弟は、この本をめくる前に、すでにトマスが 1829年7月にマルケサス諸島

ヌクヒパ島のタイピーの谷を訪れていたことを知っていたという。タイピーの谷

は、後にメルヴイノレが、捕鯨船を捨てて逃げ込んだ場所として、処女作『タイピ

ー~ (写伊e，I846)で小説化するところである。この意味でトマスは、作家メノレヴ

イルの太平洋体験の身近な先輩であったことになる。

母方の親戚にも、メノレヴィルが生涯にわたって大きな関心を寄せた従兄弟がい

る。母マリアは6人兄弟(姉妹)の末子で、あったが、オーノレパニーの実家を継い

だのは、すぐ上の兄ピーターであった。その上の兄レオナルド(Leonard)は、 1821

年に亡くなるが、孤児として残されたその子の一人に、次男のガート (Guert

G釦sevoort， 1812・1868)がいる。メノレヴイルよりも 7歳年長である。この従兄弟も

また海に出た。 1824年、メノレヴイノレ5歳のとき、マンハッタンのメルヴィルの家

に立ち寄ったガートは、そこから海軍のフリゲート艦 (USSConstitution)に乗り

込んでいる。このときガートは、まだ12歳の孤児で、あった。

ところが、若くして海軍軍人となったこの従兄弟が、やがてアメリカ社会を震

播させる一大事件の当事者となる。ソマーズ号事件 (SomersA血iのである。 1842

年11月、西インド諸島に向かっていたアメリカ海軍帆船ソマ}ズ号で、謀反事件

が勃発する。 11月25I=l，夜間にひそかに謀反が共謀されたとの情報が、艦長マ

ッケンジー(Cap凶nMackenzie)に伝えられ、ただちに容疑者として、三名が捕縛
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される。首謀者とされる海軍士官候補生スベンサー(phillipSpenc叫と、その共

謀者二名である。スベンサーは、当時の国防長官(JohnC. Spencer)の息子であっ

た。艦長の指示のもと、関連情報の確認と調査、容疑者の取り調べが行われ、 12

月1日、 3人の絞首刑の判断が下され、当日ただちに刑が執行される。これがこ

の事件の、およその輪郭である。ところが、謀反の情報を受け、それを任務とし

て艦長に伝えたのは、同じく海軍士宮侯補生であった従兄弟のガートであった。

ソマーズ号の帰港後、衆目酎見の中で、処刑の判断の妥当性を巡って、箪法会

議が聞かれる。艦長も、ガートも、関係者として、これに召喚され、尋問される。

結果として、関係者が罪を関われることはなかったが、軍艦上で起きたこの事件

は、究明jか殺人かをめぐり、後々まで尾を引く大きな事件となる。今日に至るま

で、アメリカ海軍で起きた謀反事件は、この一件だけであるとし、う。

遺作となったメルヴィル最晩年の作品『ピリー・パッド』が、この事件を素材

としていることは周知である。絞首刑に処されるピリーの姿には、ソマーズ号の

3人の姿が重なるし、判断の難しい軍法会議に臨むヴィア艦長の姿には、苦しい

判断を迫られるマッケンジー艦長の姿も重なる。同時に、謀反の情報を伝達する

立場の若い士官としてのガートの苦悩する姿も重なる。若くして、海に出た従兄弟

ガートの生涯は、身内の人間であるメfレヴィルにとって、文字通り、生涯にわた

る関心事であった。

5コレラの夏

1819年8月13日、生まれたばかりのメルグィル (8月1日誕生)は、母に抱か

れ、兄、姉とともに、オールパニーの母の実家に向かう。この夏、ニューヨーク

は騒然としている。米英戦争 (1812-14)終結後の混乱が未だ収束していない中、

チフスや黄熱育、アジアコレラが、貧民街を中心に蔓延し、郊外のポターズ・フ

ィーノレド (Po恥r'sField，現Was凶19tonSquare)では、放火事件の容疑者として黒

人女性の絞首刑も執行されていた。疫病感染を恐れて街を離れるものも少なくな

かったが、メルヴイノレの父アランは「逃げ出す者は子犬を狂犬と思っているだけ」

(Robぽおon-Lorant20)ということばを口にしていたという。しかし、妻子を避難さ

せるというごく一般的な家長としての役割を、やはり果たさずにはいられなかっ

た。

疫病はしばしば周期的に発生する。中でもコレラは、周期性が高い。コレラ発

生の記録は紀元前に遡るが、世界的大流行(パンデ、ミック)は、 1817年に始まる。

それ以来、 1884年にコツホによってコレラ菌が発見され、防疫体制が確立される

まで、何度かの周期的発生が記録されている。メノレヴイルの家族が母子そろって
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実家に避難したのは、ニューヨークがこの最初のパンデミックの恐怖に襲われて

いたときであった。

このときから 13年後、 1832年6月、北米大陸を再びコレラの恐怖が襲う。こ

のときメノレヴイル一家は、父を除いて全員が、オールパニーに住んでいる。この

オーノレパニーで、カナダでのコレラ発生の第一報が伝えられ、さらに、感染の酷

さや犠牲者の多さ、そして、オーノレパニーの住民を感染から守るべきエリー運河

の検疫体制が十分に機能していないこと、さらに、川下のニューヨークは既にコ

レラに襲われていること、などが次々と伝えられると、市民は一気に恐怖に駆ら

れる。母マリアも例外で、はなかった。 7月14日、 8人の子供とともに、 13年前に

ニューヨークから避難したのと同じように、オーノレパニーを後にする。避難先は、

母がそれまで一度も訪ねたことのなかったヒ。ッツフィールドのトマス叔父の農場

であった。この夏、オールパニーでは、犠牲者が400名に上ったという。

8人の子を抱え、乗合馬車でヒ。ッツフィールドに向かうこのときの、母の心を

推し量るのは容易である。オランダ、改革派カノレヴィン主義の流れを汲む信仰心の

厚かった母マリアは、個人的感情を極力抑制する姿勢で日々を送っていた。しか

し、夫であるアランを、じつは、つい半年前、この年の冬、オーノレパニーで亡く

しているのである。しかも、夫アランの最期の姿は、見る者が目を覆いたくなる

ような、悲惨なもので、あった。死の直前の 1831年の暮れ、負債の処理に追い立て

られたアランは、一年前にすでに後にしていたニューヨークに、再び一人で向か

い、借金の返済に奔走する。その帰路、凍結のため船が動かなくなったハドソン

川を、夜間の風雪の中、徒歩でわたり、家族の待つ家に、疲労困億してなんとか

辿り着くことはできた。しかし、この直後、病の床に伏すことになり、翌 1832

年1月28日、さながら狂人のようにうわごとを口走りつつ、息を引き取っている。

享年49歳、メルグイノレ12歳のときである。

貿易商としてのアランの仕事は、当初順調に進んでいる。マンハッタンを北上し

て重ねた転居は、その反映である。しかし、その後の度重なる負債により、 1830

年頃には、仕事の継続自体が困難な状況に陥ってしまう。苦しい状況の中、アラ

ンは、メルヴィルを除く 7人の子供たちと妻を、オールパニーの妻の実家に送り

出し、家財処理などを済ませた後、後を追うように、 1830年 10月8日、息子メ

ノレヴイノレと二人で、嵐で出発の遅れた船に乗り込み、オールパニーに向かう。さ

ながら、息子と連れ立った敗残ビジネスマンの、夜逃げの旅である。後に『白鯨』

で、メルヴイルは、神からの逃亡を図って、タルシシ向けの船に人目を避けて乗り

込み、暗い船室で不安な夜を過ごす逃亡者ヨナの話 (9章)を提示している。マ

ンハッタンの埠頭から船に乗り込み、嵐の夜にオーノレパニーに向かう父子二人の
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姿は、このヨナの話を思い出させる。

オーノレパニーは、新婚の頃アランが、一時期生活した町である。その後も妻の

実家の場所として、家族ぐるみで親しんでいた場所である。ニューヨークを目指

して一度は後にしたこの町を、ニューヨークから逃げ帰ったアランは再び生活の

場とする。やむを得ない転居であったが、この時期のオーノレパニーは、以前にも

増して活況を呈していた。 1817年に工事が始まったエリー運河は、 1825年には開

通式を迎え、これによって、オールパニーとバッフアローを結ぶ交通手段が確保

され、大西洋、ニューヨーク、ハドソン川、オールパニー、エリー運河、バッフ

アロー、五大湖、という長大な流通経路が完成している。オーノレパニーは、この

流通の要にある町であった。後にニューヨークの億万長者となるアスター財閥の

ジョン・ジエイコブ・アスター σohnJa∞h Astor， 1763・1848)なども、この時期、
この地で、毛皮貿易や不動産取引など、活発なビジネス活動を展開している。

アランの失敗の原因は、第一に、ピジネスマンとしての才覚にあったかもしれ

ない。ボストンやオーノレパニーの実家への度重なる資金援助の申し込みなどは、

その現れであろう。しかし、激しく変化しつつあったアメリカ社会の犠牲者であ

った点も否めない。米英戦争で著しく疲弊したアメリカ社会は、立ち直る過程で

次第に「競りJを中心とする新しい市場経済へと移行しつつあった。 20年代は、

その影響が顕著になりつつあった時期であったが、結果として 1837年には、社会

全体が一大恐慌に襲われることになる。旧来の取り引きに左右され、「競りJへの

対応が遅れたとされるアランは、名家の子息として、やや甘やかされて生きたこ

とになるのかもしれない。

フランス人トクヴイノレ(Alexisde To叫ueville， 1805・59)は、『アメリカの民主主

義』伊'emocracyin America， 1835)で、この時期のアメリカ社会を観察している。

それによると、アメリカ人の特質は、次のようなものである。「あらゆるものに手

を出すが、しっかり握りしめることなく、すぐに失ってしまうアメリカ人Jーさ

しずめメルヴイルの父アランは、このようなアメリカ人の典型であったかもしれ

ない。

Americans cleave to血e也卸.gsofthis world as ifas叩red白紙theywill never die， 

andyetぽein such a rush to snatch any血at∞mewi血in血eirr，切ch，as if expecting 
toはopliving before they have relished them. They clutch everything but hold 

nothing fast， andωlose their grip as they hurry a:fter some new delight 

CRobertson-Lorant 12) 
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コレラを避けてヒ。ツツフィールドに避難したメノレヴイルは、すぐに一人でオー

ルパニーに戻る。叔父ピーター(母の兄)から、呼び出しの手紙が届いたからで

ある。このときメルヴイルは13歳であるが、叔父のすすめもあって、すでにオー

ルパニーの樹子に働きに出ている。祖父が設立に関わった鮒?である。ヒ。ッツフ

ィールドの農場は、幼い頃からメルヴィルの大好きな場所で、あったが、二年前に

父をなくした孤児として、馬車で仕事に戻る 13歳の少年の胸中は、どのようなも

のであっただろうか。

ピッツァィールドに避難したメルヴィル一家は、続いてボストンの父の実家に

向かう。そこで、しばらく滞在した後、コレラの収束を見計らって、再びオールパ

ニーに戻る。ところが、オールパニーに戻った直後、今度はボストンから、悲報

が屈し祖父トマス死去の知らせである。メノレヴィルに取ってこの祖父は、連れ

立ってともに港や戦跡を散策した、懐かしく、優しい、誇り高い祖父で、あった。

父の死、コレラ騒ぎ、そして祖父の死去。『レッドパーン』のことばは、そのま

ま13歳の孤児、メルヴイノレのことばでもあろう。「頑健な大人となるまで残して

おいてほしい心の痛みを、幼いときに味わわされてしまうことほど、つらくて、

残酷なことはなし、J(2章)。

6むすび

メルヴイノレとニューヨークの関係は深い。マンハッタンのウエストサイドに

「ガンセヴオート・ストリートJ(白nsevoortS仕eet)という名称の通りがある。西

13番街と交差するところである。現在は肉の包装工場などが散在する比較的自立

たない普通の通りであるが、名称に見られる通り、この通りは、メルヴィルと関

係がある。

メルヴィルは晩年、ボストン税関(Bo託00cusωm House)に勤めた祖父トマス

と同じように、あるいはセイレム税関 (Sa1emCustom House)に勤めた先輩作家

ホーソーンと同じように、ニューヨークの税関に勤務する。この税関 (NewYork

Custom House)は、米英戦争 (1812年)のときに造営された砦の跡地に建てられ

たものであった。ところがその砦の名称として使われたのは、独立戦争時にスタ

ンウィックス砦で勇敢に戦った名将ガンセヴオート(メノレヴィルの祖父)の名前

で、あった。その名前が、この地区の通りの名称として、現在も残されているので

ある。メルグイJレは晩年、この名称の由来について、通行人にさりげなく聞いて

みたこともあったという。

短編『ジミー・ローズ~ ('“Jimmy Rose，" 1855)は、 19世紀中頃のニユ}ヨーク

が舞台である。この時期のマンハッタンに生きた老人の物語である。若い頃、輸
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入品で飾られた豪華な家に住み、華やかな社交の世界に生きながら、手がけたピ

ジネスの失敗で、一夜にして財を失い、人間嫌いとなって、乞食同然の生活へと

陥った一人の老人の物語である。チーズ、やノ〈ターやソフトワッフノレの生活から、

施しの生活へと暗転した老人の物語である。この老人のかつての家に、たまたま

住むことになった語り手は、老人の人生の暗転とともに、ニューヨークの街の過

去と現在の激しい落差について思いめぐらす。富裕層の住む高級住宅地で、あった

目の前の場所は、今では、倉庫や工場の並ぶ街となっている。

1830年の父アランの破産と、 1832年のその父の死を契機に、メノレヴィル一家の

生活も暗転する。父亡き後、母マリアと 8人の子は、借家住まいを余儀なくされ、

1838年には、オーノレパニー北方約 15キロ、ハドソン川東岸の小さな町ランシン

ノ〈ーグ(L剖singb~民現Troy) への転居も強いられる。との転居は、貿易の仕事

を始めた長兄ガンセヴオートが、 1837年の恐慌と工場の火災とし、う不慮の事故に

より、倒産に追い込まれたからである。母子家庭9人が生きていくためには、住

み慣れたオールパニーよりも一段と家賃の低い新たな住居を探さなければならな

かった。

生活の暗転は、メルグィルが、ちょうど幼児期、児童期を脱し、:t法F期に向か

い始めた頃である。この頃からメルヴイノレは、社会的に多様な経験を重ねる。 13

歳での樹子勤めは、その端緒で、あった。この後、兄ガンセグオートの仕事が窮地

に陥ると、樹子を辞めて兄を手伝い、そのかたわら、オールパニーの学校(Albany

Classiω1 SchooI)に通い、青年会(AlbanyYoung Men's Association for Mu旬al

Improvement)に入会し、サークル活動(philoLogos Society)に従事する。一方で、

若者向けの地元の新聞への投稿も始める。ランシンパーグ、転居後も、活発な活動

は変わらな1t¥青年会活動、サークノレ活動を継続し、その委員長にも選ばれ、地

元の学校(LansingbuゆAcademy)で測量学の勉強も始める。運河と開拓の時代の

有効な資格の取得のためである。そしてさらに、この活動のかたわら、後の作家

メルヴィルの誕生につながるような活動にも手を染める。短編作品 ("Fragments

from a Writing Desk")を地元の新聞のemoc凶icPress and Lansingburgh Advertiser) 

に投稿し、これが採用され、さらに別の新聞にも転載されることになる。

『白鯨』官頭 (1章)で、イシュメイルは、海に出る自分の動機について語る。

それによると、海に出るのは、「財布」が空になり、「陸上生活」に興味が持てず、

「憂欝の気」に支配されてしまったからである。そして、海に出るこの行為は、

ローマの哲人カトーとも無関係ではないともいう。哲人カトーは、美辞麗句を口

にして剣に身を投げたが、自分は「短銃と弾丸の代用物」として海に出るのであ

る。すなわち、イシュメイルにとって、海に出ることは、「自殺」を避けるための
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一つの方策なのである。

1839年6月、父の死後7年目の夏、 19歳のメノレヴイノレは、ハドソン)11を下り、

商船に乗り込み、リパプール〈向かう。これを見送った母マリアは、そのときの

気持ちを、この時ニューヨークにいた息子ガンセグオートに書き送っている。

“Hennan is happy but 1 think at heart he is m由eragi旬凶.…1can hardly believe 

it&ωnnotr，切lizethe tn地 ofhisgoing."ρ巴lbanco2η

母マリアと同様、このときのメルヴイノレの心の風景は、知るべくもない。しか

し、心の奥の風景のぼんやりとした輪郭には、おそらく、揺藍期、幼児期にメル

グイルが、ニューヨークやボストン、オールパニーやピッツフィールドで刻んだ

様々な風景が、複雑に混じりあっていたことであろう。
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